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②星名宏修「植民地の 「混血児」－内台結婚の政治学J『台湾の 「大東亜戦争」文学 ・メディア ・文
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ノ急激ニシテ且ツ永続的ナル発展増殖 ト其ノ資質ノ飛躍的ナル向上 トヲ図ル ト共ニ東亜ニ於ケル指
導力ヲ確保スル為其ノ配置ヲ適正ニスルコト特ニ喫緊ノ要務ナリ」。
⑫荻野美穂「資源化される身体 戦前・戦中 ・戦後の人口政策をめぐってJ『学術の動向』、13巻4号、
2008.4、P23。「当時出産はほとんどが医師ではなく助産婦の介助で行われたので、助産婦の資質向
上と母子の生命を守ることが、「国家的使命Jとして強調された。（略）このように戦時下には産児
報国のための草の根の先兵として働いた助産婦や保健婦は、戦後には一転して、受胎調節 ・家庭計
画の伝道者としての役割を担わされることになる。」
⑬星名宏修「「血液Jの政治学一台湾 「皇民化期文学」を読むJ『日本東洋文化論集j7号、 2001.3、
P41。
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＊討論要旨
村尾誠一氏から、 1941年の台湾において主人公が軍に日本人として志願することになる点をどう
考えるかという質問があり、発表者は、本作品では内地人の父と本島人（台湾人）の母の混血児であ
る主人公が、父に引き取られたがゆえに日本人として志願するが、この設定が翌1942年の日本軍へ
の志願兵制度導入以降は見えにくくなる差別の問題を浮かび上がらせており、台湾人の母である滋美
のように誰もが軍国の母になれると語りながら、実は正々堂々とはなれないことを暗示する作品とな
り得ていると答えた。村尾氏より更に、そうすると滋美が軍国の母になることには相当複雑な人間関
係を読み取ることができ、単に当時の制度を賛美する小説ではないと評価できるのではないかとの質
問があり、発表者は、そう考えたいと述べた。続いて、司会者・戸松泉氏より、このテクス トを取り
上げたのは歴史的な表象としての再発見を意図したのか、それとも文学テクストとして評価できると
考えるのかという質問があり、発表者は、本作品は文学テクストとして評価し得るもので、①植民地
時代の小説の中で、台湾人を軍国の母と設定した作品が非常に少ないこと、 ②次郎と滋美の親子関係
は世に明かすことができず、次郎がそれを世に知らせる方法として選んだ、飛行機の上から月来香の
花ひと束を投げるシーンが非常にロマンチックで読者の心を動かすことに、特に意義を見いだせると
応答した。
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